
　
冒
頭
、
大
久
保
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
日

頃
か
ら
の
各
会
員
・
関
係
団
体
の
中
央
会
運
動
、

労
働
者
福
祉
運
動
に

対
す
る
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
に
謝
辞

を
述
べ
る
と
と
も
に
、

こ
の
1
年
間
の
取
り

組
み
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
は
、
全
国
1
4
2
か
所
に
設
置
さ

れ
た
同
様
の
相
談
所
で
年
間
約
2
5
，0
0
0

件
の
約
1
割
を
上
回
る
3
，1
3
7
件
の
実
績

と
な
り
、
過
去
最
高
の
相
談
を
受
け
付
け
、

累
計
件
数
も
1
7
，3
9
3
件
に
達
し
、「
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
広
く
県
民
・

市
民
、
行
政
に
認
知
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
証

で
あ
る
。
相
談
内
容
は
、
法
律
問
題
と
心
の

健
康
相
談
が
8
割
を
占
め
て
い
る
現
状
が
あ

り
、
ま
た
、「
職
場
学
校
家
庭
で
の
相
談
」と

「
心
の
健
康
相
談
」が
1
，6
2
2
件
と
全
体

の
5
1
．7
％
を
占
め
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大

が
固
定
化
し
て
い
る
事
象
が
う
か
が
え
る
。

今
後
も
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、「
な
く

て
は
な
ら
な
い
相
談
所
」と
し
て
さ
ら
に
機

能
を
充
実
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
努
力

を
重
ね
て
い
く
と
し
た
。

　
奨
学
金
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
要
請
に
お
い
て
、
給
付
型
奨
学
金
制

度
の
拡
充
や
授
業
料
引
き
下
げ
等
を
国
に
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
、
九
州
労
働
金
庫「
奨
学

金
借
換
専
用
ロ
ー
ン【
つ
な
ぐ
】」の
自
治
体

と
の
連
携
、
周
知
啓
発
を
要
請
し
て
き
た
。

さ
ら
に
全
国
一
斉
相
談
会
の
取
り
組
み
と
並

行
し
て
、3
つ
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
、
労
金
職
員
・
弁
護
士
の
協
力
の
も
と
、

3
日
間
の
相
談
会
を
開
催
し
た
。
奨
学
金
借

換
専
用
ロ
ー
ン
は
、
九
州
7
県
の
2
0
2
0

年
3
月
末
実
績
が
2
6
3
件
・
6
2
8
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
確
実
に
利
用
者
は
増
加
し

て
い
る
。
今
後
も
、
九
州
労
金
と
の
連
携
を

強
化
し
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
決
意
が
示
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
2
0
1
9
年
度
の
公
益
目
的
事
業

と
し
て
、
新
た
に「
み
や
ざ
き
子
ど
も
未
来
基

金
へ
の
奨
学
金
支
援
事
業
」が
宮
崎
県
公
益

認
定
審
議
会
で
認
定
さ
れ
奨
学
金
資
金
50
万

円
を
支
出
し
た
こ
と
、
年
末
講
演
会
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
会
員
・
関
係
団
体
だ
け
で
な
く
、

広
く
県
内
に
呼
び
か
け
、
今
日
の
社
会
に
横

た
わ
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
働
く
人
た
ち
、

弱
者
の
立
場
に
立
っ
た
内
容
・
講
師
を
選
定

し
て
実
施
し
て
い
く
と
報
告
し
た
。

　
最
後
に
、「
ひ
と
り
は
万
人
の
た
め
に
、
万

人
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
労
働
者
福

祉
運
動
に
係
る
す

べ
て
の
み
な
さ
ん

が
一
緒
に
な
っ
て

運
動
の
推
進
・
発

展
に
頑
張
っ
て
い

く
こ
と
を
こ
の
場

で
誓
い
合
い
た
い

と
し
た
。

第61回 通常総会を開催！！

大久保会長の挨拶

退任された下原前理事（宮崎県教職員組合）

第61回通常総会の様子

連合宮崎 中川会長

　
6
月
5
日（
金
）一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
の
第
61
回
通
常

総
会
を
、
宮
崎
市
の
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
2
0
1
9
年
度
の
活
動
報
告
や
収
支
決
算
報
告
、
2
0
2
0
年
度
の
活

動
方
針
及
び
収
支
予
算
案
等
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
例
年
関
係
団
体
か
ら
多
く
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
渦
で
あ
り
、
代
議
員
7
名
と
来
賓
と
し
て
連
合
宮
崎
中

川
会
長
に
出
席
い
た
だ
き
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
松
浦
部
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2020年度
宮崎県労働者福祉団体中央会役員体制

会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
常務理事
理 事
理 事
監 事
監 事

役 職 名

大久保 貴司
中川 育江
小林 竜介
福島 昭一
権藤 泰造
竹野 広幸
假野 耕司
野地 一行
小川 順平
寺下 博康
児玉 賢一

氏　  名

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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2
0
2
0
年
6
月
25
日（
木
）、
九
州
労
働

金
庫
第
20
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
九
州
労
働
金
庫
各
県
本
部

お
よ
び
営
業
店
に
て
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
山
城
理
事
長
よ
り
挨
拶
を
受
け
、

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
し
て「
2
0
1
9
年

度
事
業
報
告
」、「
2
0
1
9
年
度
業
務
報
告
」

の
説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
審
議
事
項
で
あ
る
第
1
号
議

案「
第
68
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
」、
第

2
号
議
案「
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
に
つ

九
州
労
働
金
庫　

 

通
常
総
会
開
催
報
告

第20回

い
て
」、
第
3
号
議
案「
役
員
選
挙
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
」、
第
4
号
議
案「
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
」、
第
5
号
議
案「
選
挙
管
理

委
員
の
選
出
に
つ
い
て
」、
第
6
号
議
案「
退

任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給

に
つ
い
て
」
の
提
案
が
あ
り
、
全
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
終
了
後
に
、
第
1
回
理
事
会
・

監
事
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

任
理
事
長
に
髙
橋
和
善
氏（
前
専
務
理
事
）、

新
任
専
務
理
事
に
森
田
孝
徳
氏（
前
長
崎
県

本
部
長
）、
新
任
常
務
理
事
と
し
て
、
福
岡

県
本
部
長
に
西
村
芳
樹
氏（
日
本
労
働
組
合

髙橋新理事長福島宮崎県本部長

前原監事

谷口新理事

下原前理事 村上理事山城前理事長

森田新専務

総
連
合
会
福
岡
県
連
合
会
）
と
長
崎
県
本
部

長
に
中
野
忠
氏（
自
治
労
長
崎
県
本
部
）
が
選

任
さ
れ
、
九
州
労
働
金
庫
の
新
役
員
体
制
が

発
足
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
総
会
に
お
い
て

理
事
の
下
原
政
広
氏（
宮
崎
県
教
職
員
組
合
）

が
退
任
さ
れ
、
後
任
に
谷
口
博
次
氏（
宮
崎

県
教
職
員
組
合
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
下

原
氏
に
は
こ
の
間
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
度
は
、「
第
6
期
中
期
経
営

計
画
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、
中
期
経
営
計

画
で
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

第
7
期
中
期
経
営
計
画
に
つ
な
げ
る
た
め
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
各
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

髙橋　和善
森田　孝徳
谷村　昌昭
金子　智俊
染井　和久
松尾　勝博
西村　芳樹
青栁　直
中野　忠
上田　淳
山本　新彦
福島　昭一
森田　周一
大塚　康宏
矢田　信浩
井手　美保子
宮崎　啓二郎
大田　保則
山口　裕志
峯　　潔
倉岡　興平
野畑　由紀夫
佐藤　義朗
村上　康則
谷口　博次
満永　正幸
原園　正敏
小倉　知子
本村　隆幸
草場　健次
猿渡　研一
前原　達美

員外
員外
員外
員外
員外
員外
日本労働組合総連合会福岡県連合会
日本労働組合総連合会佐賀県連合会
自治労長崎県本部
日本郵政グループ労働組合阿蘇くまもと支部
大分県教職員組合
自治労宮崎県本部
日本労働組合総連合会鹿児島県連合会
三菱電機労働組合福岡支部
九州電力労働組合本店支部
佐賀県教職員組合
自治労佐賀県本部
佐世保重工労働組合
全日通労働組合長崎県支部
自治労熊本県本部
JP労組熊本連絡協議会
日本労働組合総連合会大分県連合会
自治労大分県本部
旭化成労働組合
宮崎県教職員組合
自治労鹿児島県本部
鹿児島県教職員組合
弁護士
福岡県教職員組合
九州電力労働組合佐賀支部
日本労働組合総連合会熊本県連合会
NTT労働組合九州総支部宮崎分会

新任
新任

新任

新任

新任

新任

新任

新任

新任

新任

（大　分）
（長　崎）
（鹿児島）
（熊   本）
（福   岡）
―
福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿児島
福   岡
福   岡
佐   賀
佐   賀
長   崎
長   崎
熊   本
熊   本
大   分
大   分
宮   崎
宮   崎
鹿児島
鹿児島
―
福   岡
佐   賀
熊   本
宮   崎

理事長
専務理事
〃

常務理事
〃

常勤監事
常務理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
理事
〃

監事
〃

役　職 氏　名 出身県 出身組織名 備考

統
括
本
部

県
本
部

非
常
勤
理
事
・
監
事

ＴＶ会議による総会②（県本部）ＴＶ会議による総会①（県本部）ＴＶ会議による総会①（宮崎支店）

ＴＶ会議による総会②（宮崎支店）
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Webによる総対話活動の様子1

連
合
宮
崎
総
対
話
活
動

　

6
月
11
日
、
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
3

階
会
議
室
に
て
連
合
宮
崎
と
連
合
本
部
と
の
総

対
話
活
動
を
W
E
B（
Z
O
O
M
）
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

連
合
本
部
よ
り
2
0
3
5
年
の
社
会
を
展
望

し
た
中
長
期
の
羅
針
盤
と
な
る
連
合
ビ
ジ
ョ
ン

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
ー
ま
も
る
・

つ
な
ぐ
・
創
り
出
す
ー
」
や
2
0
2
0
〜

2
0
2
1
年
度
連
合
運
動
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
宮
崎
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
対

応
と
し
て
、
宮
崎
県
に
お
け
る

雇
用
の
安
定
及
び「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
踏
ま
え
た
企
業
活
動
の

再
始
動
に
向
け
た
政
労
使
9
団

体（
宮
崎
労
働
局
長
、
宮
崎
県
知

事
、
宮
崎
県
市
長
会
会
長
、
宮

崎
県
町
村
会
会
長
、
宮
崎
県
経

営
者
協
会
会
長
、
宮
崎
県
商
工

会
議
所
連
合
会
会
頭
、
宮
崎
県

商
工
会
連
合
会
会
長
、
宮
崎
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
、

連
合
宮
崎
会
長
）
に
よ
る
緊
急
共

同
宣
言
等
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
行
い
ま
し
た
。

宮崎市別府町3‐9 労働福祉会館4階　0985‐26‐4649連合宮崎

Webによる総対話活動の様子2

第２弾

連合宮崎中川会長

Webによる総対話活動の様子3

カーライフローン
キャンペーン

●宮崎支店（0985）26-9200　●延岡支店（0982）35-6655　●日南支店（0987）23-3191
●宮崎県庁支店（0985）29-4141　●都城支店（0986）23-2737　●小林支店（0984）23-1000
●高鍋支店（0983）23-0740　●日向支店（0982）52-6131　●西都支店（0983）43-1212
●高千穂支店（0982）72-6111　●宮崎市役所出張所（0985）26-3906
●ローンセンター宮崎（0985）26-9207　●ローンセンター延岡（0982）35-6657　●ローンセンター都城（0986）23-2257

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。

専用フリーダイヤル

【 受 付 時 間 】平日 9：0 0 ～ 1 7：0 0
九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。

0120-796-210

九州ろうきん お客さまサービス室お問い合わせ先

特別金利

◎キャンペーン金利は2020年9月30日までに受付し、2020年10月31日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。キャンペーン期間中に表示金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異
なる場合がございます。◎変動金利型は年2回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料（税込5,500円）がかかります。変更内容によってはご希望に添えない場合もございま
す。◎お借入予定資金に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換えが含まれる場合は条件がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に＜ろうきん＞まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローンシミュ
レーション」もご利用いただけます。◎記載内容は2020年6月1日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会または（株）セディナとする場合です。◎金利引下げには、カードローンのご契約等、取引条件がございます。◎くわ
しくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

変動金利型

年1.8%
～年2.5％

固定金利型

年2.1%
～年2.8％

ろうきんの金利は安心の保証料込！ ろうきんの金利は安心の保証料込！

最大
引下げ
金利

最大
引下げ
金利ご融資金額

ご融資期間

1,000万円以内
10年以内

（1万円以上、1万円単位）

キャンペーン期間 2020.6.1月‐2020.9.30水 ※本キャンペーンは、予告なしに期間を変更または延期する場合がございます。

ローンセンター延岡・ローンセンター都城は7月末にて廃止となります。
今後は延岡支店・都城支店の融資係として営業させていただきます。営業時間：平日 9:00～15:00

他金融機関等の
自動車ローン

借換えOK

3 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



　
私
が
宮
崎
市
職
労
の
執
行
委
員
に

な
っ
た
の
が
82
年
、「
行
政
改
革
断

行
」
を
公
約
に
し
た
長
友
貞
藏
氏
が

市
長
に
な
っ
た
年
で
あ
り
、「
行
政

改
革
」
と
の
長
い
付
き
合
い
が
始

ま
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
当
時
は
、
中
曽
根
内
閣
の
も
と
で

「
行
政
改
革
」
が
盛
ん
に
言
わ
れ
、

3
公
社（
国
鉄
、
専
売
公
社
、
電
電

公
社
）
の
民
営
化
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
中
で
も「
国
鉄
の
分
割
民
営
化
」

は
強
烈
で
し
た
。
民
営
化
前
に
は

「
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
」
が
巧
み

に
仕
組
ま
れ
て
、
県
内
で
も「
妻
線
」

や「
高
千
穂
線
」
の
廃
止
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
存
続
を
求
め
る
署
名
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
地
元
の

反
対
の
声
を
押
し
切
っ
て
廃
止
さ
れ
、

高
千
穂
線
は
高
千
穂
鉄
道（
T
R
）

と
し
て
地
元
に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
台
風
災
害
で
復
旧
が
で
き

ず
に
廃
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
鉄
が
J
R
と
な
っ
て
か
ら
も
、

「
国
労
組
合
員
不
採
用
」
の
問
題
は

30
年
間
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
残
り
ま

し
た
。「
行
政
改
革
」
が
弱
者
を
切

り
捨
て
、
労
働
者
に
犠
牲
を
強
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て「
行
政
改
革
」
は
、
自
治

体
で
は「
地
方
行
革
」
と
し
て
取
り

組
み
が
押
し
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
宮
崎
市
で
は
、
行
政
改
革
推
進
の

長
友
市
長
の
下
で
11
年
半
の
在
任
中

は「
地
方
行
革
」
に
関
わ
る
労
使
紛

争
の
連
続
で
し
た
。

　
宮
崎
市
で
の「
地
方
改
革
」
は
、

初
任
給
引
下
げ
や
昇
給
延
伸（
昇
給

時
期
を
先
に
延
ば
す
）
な
ど
に
よ
る

「
賃
金
引
下
げ
」
に
始
ま
り
、
採
用

試
験
の
見
送
り（
＝
退
職
者
不
補
充
）

に
よ
る「
人
員
削
減
」、
そ
し
て
事

務
・
事
業
の「
民
営
化
」・「
民
間
委
託
」

が
毎
年
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　
明
星
園（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
民

営
化
、
葬
祭
セ
ン
タ
ー
や
清
掃
工
場

な
ど
の
民
間
委
託
、
和
知
川
原
保
育

所
、
細
江
保
育
所
の
廃
止
な
ど
、
い

ず
れ
も
職
員（
組
合
員
）
が
働
い
て
い

る
職
場
の
改
廃
で
す
が
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
十
分
な
労
使
交
渉
が
な
い
ま

ま
、
職
員
の「
雇
用
継
続
」
だ
け
は
確

認
し
な
が
ら
も
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悔
し
い
思
い
の
連
続
で
し
た
が
、

労
働
組
合
が
無
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
と
思
う
と
背
筋
が
寒

く
な
り
ま
す
。

　
中
に
は
、
消
防
署
の
青
島
出
張
所

「
行
政
改
革
」に
よ
っ
て「
医
療
体
制
」は
脆
弱
に

第11回

労
働
者
福
祉
：
多
事
総
論

シ
リ
ー
ズ

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
は
学
び
き
れ
な
い
色
々
な

見
聞
、
知
識
、
法
律
な
ど
を
掲
載
し
ま
す

宮
崎
県
平
和
・
人
権
・
環
境
労
働
組
合
会
議　

副
議
長　
　

新
田 

幸
一
郎

が
93
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
市

長
が
変
わ
っ
て
次
の
津
村
市
政
の
下

で
復
活
し
、「
新
築
で
の
青
島
出
張

所
再
開
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
消
防
職
員
は
法
的
に
労
働
組
合

が
作
れ
な
い
た
め（
こ
の
こ
と
も
大

き
な
問
題
で
す
が
）、「
消
防
職
員
協

議
会
」
を
作
っ
て
市
職
労
と
一
緒
に

運
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
青
島
出

張
所
再
開
」
は
そ
の
粘
り
強
い
取
り

組
み
と
選
挙
を
含
め
て
政
治
闘
争
に

力
を
注
い
で
き
た
成
果
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
務
委
託
の
中
に
は
、「
宮

崎
市
伝
染
病
舎
の
廃
止
」
と
い
う
の

も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
結
核
患
者

が
減
っ
た
こ
と
や
、「
業
務
を
県
病

院
で
や
る
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

大
き
な
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
し
か
し
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で「
脆
弱
な
医

療
体
制
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は「
行
政
改
革
」
で
保
健
所
が

減
ら
さ
れ
た
り
、
感
染
症
病
床
を
は

じ
め
ベ
ッ
ド
数
が
削
減
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
、「
伝
染
病
舎
の
廃
止
」

も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
健
康
を
第
一
に
考
え
る
な
ら

「
伝
染
病
舎
を
活
か
し
て
積
極
的
に

活
用
す
る
」
と
い
う
手
段
も
あ
っ
た

は
ず
だ
、
と
今
さ
ら
な
が
ら
思
い
ま

す
。

　「
行
政
改
革
」
は
、「
新
自
由
主
義
」

の
考
え
に
よ
る「
小
さ
な
政
府
論
」

の
日
本
版
で
す
。

　
行
政
の
無
駄
を
な
く
す
、
財
政
の

健
全
化
を
図
る
、
民
間
活
力
の
導
入
、

な
ど
と
そ
の
正
当
性
や
目
的
が
言
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
実
態
は
、
人

件
費
削
減
と
行
政
責
任
の
放
棄
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
非
正
規
雇
用
の
労

働
者
増
や
市
民
生
活
水
準
の
切
下
げ

を
も
た
ら
し
、
逆
に
軍
事
予
算
の
増

大
や
大
企
業
の
減
税
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
欧
州
で
は
英
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相

に
よ
る「
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
」
が
有

名
で
す
が
、
社
民
主
義
と
の
せ
め
ぎ

合
い
の
中
で
、
逆
に
北
欧
を
筆
頭
に

社
会
保
障
の
充
実
や
教
育
費
の
無
償

化
、
公
務
員
と
し
て
の
医
療
・
介
護

職
員
の
充
実
配
置
な
ど
市
民
生
活
優

先
の
政
治
が
採
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
行
政
改
革
」
し
か
発
想
で
き
な
い
、

思
考
停
止
状
態
の
日
本
の
政
治
を
早

く
変
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
い
や

変
え
な
け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

2020年度 介護職員初任者研修中止のお知らせ
　この度の新型コロナウィルス感染症の拡大にともない、2020年度の介護職員初任
者研修の開催について慎重に検討してまいりましたが、開催を中止することを決定い
たしました。
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年
金
受
給
開
始
年
齢
の
選
択
可
能
な
範

囲
が
75
歳
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
基
準

で
あ
る
65
歳
か
ら
受
給
開
始
し
た
場
合
の

年
金
額
に
対
し
、
受
給
開
始
を
1
ヶ
月
遅
ら

せ
る
ご
と
に
年
金
額
は
0
．7
％
増
額
さ
れ

ま
す
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
70
歳
か
ら
の

受
給
開
始
で
は
42
％
、
75
歳
か
ら
だ
と
84
％

増
額
に
な
り
ま
す
。
超
低
金
利
（
定
期
預
金

で
も
年
0
．0
0
2
%
）
の
時
代
に
お
い
て

こ
の
増
加
率
は
、
天
文
学
的
な
数
字
で
す
。

こ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
二
分
の
一
は
、
税
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金

の
凄
い
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
40
年
（
4
8
0
ヶ
月
）
国
民
年
金
保
険
料

を
全
部
納
め
た
人
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
65

歳
か
ら
月
額
6
万
5
1
4
1
円
（
令
和
2
年

度
）
で
す
。
こ
れ
を
70
歳
か
ら
受
給
す
る
と

9
万
2
5
0
0
円
、
75
歳
か
ら
で
は
1
1
万

9
8
6
0
円
に
な
り
ま
す
。
65
歳
か
ら
69
歳

ま
で
受
け
取
ら
な
か
っ
た
5
年
分
の
約

4
0
0
万
円
を
70
歳
か
ら
42
％
増
、
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
受
け
取
ら
な
か
っ
た
10
年
分

の
約
7
8
0
万
円
を
75
歳
か
ら
84
％
増
額

さ
れ
た
年
金
と
し
て
一
生
涯
受
け
取
る
仕
組

み
で
す
。
こ
れ
を
『
繰
り
下
げ
』
支
給
と
い

い
ま
す
。

　
65
歳
か
ら
年
金
受
給
を
開
始
し
た
場
合

に
、
繰
り
下
げ
し
た
年
金
の
受
取
総
額
が
同

額
と
な
る
年
齢
は
、
70
歳
開
始
だ
と
82
歳
、

75
歳
開
始
で
は
87
歳
あ
た
り
で
す
。
そ
の
前

に
逝
っ
て
し
ま
う
と
残
念
な
結
果
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
年
金
所
得
が
増
え
れ
ば
、
社
会

保
険
料
な
ど
の
負
担
額
も
増
加
す
る
た
め

手
取
り
額
の
減
少
幅
は
大
き
く
な
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
や
介
護
保
険
の
負
担
割

合
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
、
手
取
り
ベ
ー
ス

で
は
、
90
歳
前
後
が
損
益
分
岐
点
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
寿
命
が
分
か
れ

ば
簡
単
な
選
択
な
の
で
す
が
。
こ
れ
ば
か
り

は
神
の
み
ぞ
知
る
で
し
ょ
う
か
。
　

　
逆
に
60
歳
か
ら
で
も
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
『
繰
り
上
げ
』
支
給
で
す
。

受
給
開
始
を
1
ヶ
月
早
め
る
ご
と
に
、
65
歳

の
基
準
額
か
ら
0
．5
％
減
額
さ
れ
る
た
め
、

60
歳
だ
と
30
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
減
額
幅
が
月
0
．4
％

に
縮
小
さ
れ
、
減
額
幅
は
24
％
と
な
り
ま
し

た
。
60
歳
か
ら
受
け
取
っ
た
総
額
が
、
65
歳

か
ら
1
0
0
％
で
受
け
取
る
総
額
と
同
額

（
追
い
つ
か
れ
る
）
に
な
る
の
は
81
歳
頃
で

す
。
減
額
率
は
一
生
涯
続
く
の
で
長
生
き
す

る
ほ
ど
影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

繰
り
上
げ
を
選
択
す
る
と
障
害
年
金
や
寡

婦
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
な
る
等
の
リ

ス
ク
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

年
金
制
度
改
正
〜
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
受
給
の
増
減
率
に
つ
い
て
〜

4520S001

「こくみん共済 coop 」は営利を目的とし
ない保障の生協として共済事業を営み、相
互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さ
まの安心とゆとりある暮らしに貢献する
ことを目的としています。この趣旨に賛同
いただき、出資金を払い込んで居住地また
は勤務地の共済生協の組合員となること
で各種共済制度をご利用いただけます。

「もしも」に備え、ムリのない掛金で安心の保障を♪
さまざまなニーズに応える「こくみん共済」を、ぜひご利用ください！

「もしも」に備え、ムリのない掛金で安心の保障を♪
さまざまなニーズに応える「こくみん共済」を、ぜひご利用ください！

新しく
なった

こども 保障タイプ

終身医療 保障タイプ
1,200円1,200円月々の掛金

▶加入できる方 0歳～満17歳の健康な方
ポイント

▶加入できる方 満15歳～満80歳の健康な方
（月々の掛金は加入時の年齢・性別で異なります）

■先進医療の保障は最高1,000万円！
※先進医療特約ありの場合

下記のQRコードから詳しい保障内容を
ご確認いただけます！

多くのパパやママの声を聞いてできた保障です

❶お子さまの総合保障。

❷ご加入者さまが利用いただける
　相談サービスをご用意。

入院時諸費用サポート共済金と合わせて入院保障は日額1万円。

❸新規加入年齢は0歳から満17歳まで。
乳児から高校生まで、お子さまに生じるさまざまなリスクに備えられます。

子育ての悩みから学習の相談まで幅広くサポートする
「こども相談室」を無料で提供。

ピットネネ

宮崎推進本部
（宮崎県共済生活協同組合）

こくみん共済 coop
公式キャラクター
ピットくん
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定
時
総
会
報
告

第
66
回

一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
勤
労
者
旅
行
会

　
第
66
回
の
定
時
総
会
は
6
月
5

日（
金
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
よ

り
、
33
会
員
団
体
に
よ
る
書
面
・

決
議
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
も
引
き
続
き
、

効
率
的
な
事
業
運
営
と
新
規
利
用

団
体
の
開
拓
、
会
員
団
体
の
利
用

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

年
度
前
半
に
は
統
一
自
治
体
選
挙
、

参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
選
挙
の

影
響
に
よ
り
事
業
収
入
が
伸
び
悩

み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
順
調
に

事
業
状
況
が
推
移
し
、
2
月
ま
で

に
は
年
度
前
半
に
生
じ
た
事
業
収

入
の
減
収
を
補
う
こ
と
が
出
来
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
新
規
予
約
の
減
少

や
予
約
の
取
り
消
し
が
相
次
ぎ
、

3
月
期
の
事
業
状
況
は
大
幅
な
事

業
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
総
取
扱
高（
目
標
達
成
率

9
2
．5
％
）、
総
事
業
収
入（
目

標
達
成
率
9
5
．6
％
）
と
も
に

目
標
を
下
回
り
、
2
0
1
9
年
度

の
収
支
実
績
は
1
，5
8
0
千
円

の
当
期
利
益
を
残
す
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
蔓
延
し
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

の
為
、
旅
行
・
観
光
業
界
は
深
刻

な
打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
勤

労
者
旅
行
会
に
お
き
ま
し
て
も
同

様
に
、
大
幅
な
事
業
収
入
の
減
少

が
生
じ
て
お
り
、
2
0
2
0
年
度

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
勤
労
者
旅
行
会
の
利
便

性
、
優
位
性
の
周
知
と
、
よ
り
一

層
の
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心

掛
け
、
航
空
券
予
約
や
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
、
そ
の
他
大
会
、
会
議
、

懇
親
会
の
利
用
促
進
に
努
め
て
い

く
事
の
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
の
終
息
を
望
む
こ
と
し
か

出
来
な
い
中
、
職
員
一
同
、
終
息

後
に
今
ま
で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が

出
来
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
引
き
続

き
勤
労
者
旅
行
会
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

「
奨
学
金
を
考
え
る
」

シリーズ

第8回

〜 

日
本
の
奨
学
金
制
度
の
変
遷 

〜

　
1
9
8
3
年
ま
で
、
日
本
育
英

会
の
奨
学
金
に
は
利
子
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
1
9
8
4 

年
、

特
別
奨
学
金
制
度
を
廃
止
し
て
有

利
子
奨
学
金（
第
二
種
）
が
導
入
さ

れ
、
無
利
子
奨
学
金
と
有
利
子
奨

学
金
の
2
本
立
て
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
9
8 

年
に
は
、
教
育
職
に

就
い
た
場
合
の
返
還
免
除
制
度
も

廃
止
さ
れ
、
1
9
9
9
年
度
採
用

者
か
ら「
き
ぼ
う
21
プ
ラ
ン
」
と
し

て
有
利
子
奨
学
金
採
用
枠
が
大
幅

に
拡
大
、
こ
の
有
利
子
貸
与
奨
学

金
の
創
設
は
、
奨
学
金
制
度
へ
の

「
外
部
資
金
の
導
入
」
を
意
味
し
て

お
り
、
財
政
投
融
資
を
中
心
的
な

財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
財
政
投
融
資
か
ら
日
本
育
英
会

へ
の
支
出
は
1
9
9
8
年
の

4
9
8
億
円
か
ら
1
9
9
9
年
の

1
，2
6
2
億
円
へ
と
1
年
間
で
約

2
．5
倍
に
増
加
し
、
2
0
0
3
年

に
は
有
利
子
貸
与
が
無
利
子
貸
与

の
貸
与
人
数
を
上
回
り
ま

し
た
。 

　
そ
し
て
、
2
0
0
4
年

に
日
本
育
英
会
は
廃
止
さ

れ
、
日
本
学
生
支
援
機
構

へ
の
組
織
改
編
、
奨
学
金

制
度
は「
金
融
事
業
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
2
0
0
7

年
以
降
は
、
民
間
資
金
の

導
入
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

07 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

（億円） （万人）

年度※平成29年度、平成30年度は予算となってます。

年度別奨学金貸与金額及び人数

第一種奨学金貸与金額（左軸）

第一種奨学金貸与人員（右軸）

第二種奨学金貸与金額（左軸）

第二種奨学金貸与人員（右軸）
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ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

（公財）宮崎霊園事業団2020年度 評議員会は書面で決議されました!!
　公益財団法人宮崎霊園事業団の2020年度第1回評議
員会については、2020年6月2日（火）に開催予定とし
ておりましたが、新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため開催自体を省略し、書面による決議としました。
　決議にあたっては、評議員に対して、「議案書（2019
年度事業報告、2019度収支決算報告および監査報告、
2020年度事業計画および収支予算）」「提案書」「同意書」
を送付し、2020年5月20日までに評議員全員（11名）
のみなさまより承認された同意書が返送され、全ての議
案が可決されました。

公益財団法人　宮崎霊園事業団

理 事 長

副 理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

野 地 一 行

篠 原 達 明

竹 野 広 幸

假 野 耕 司

後 藤 正 昭

中 川 義 行

田 中 忠 弘

西 村 　 仁

野 崎 一 俊

佐々木　博　之

寺 下 博 康

児 玉 賢 一

2020年度  公益財団法人  宮崎霊園事業団理事会
■ 理事（10名）・監事（2名）

役　　職 氏　　名

墓参代行・
草刈り代行業務も
行っています！！

　都北および県北労働福祉会館の会議室利用につい
ては、各ライフサポートセンターで管理しています。
この度、会議室を利用される際の注意事項について
取りまとめましたのでお知らせいたします。なお、
会議室利用時は、「会議室利用申込書兼承認書」を提
出してください。

《利用時間》
　平日　原則午前９時～午後５時
※ただし、時間外および休日であっても、管理責
任者が許可した場合においては、貸出しを認め
ることがあります。
※なお、時間外は午後７時まで、休日は土日の午
前10時より午後５時までとします。
※利用時間帯は、事前準備および後片付けの時間
を含めたものとします。

《利用上の注意》
1．会場設営は利用者側にてお願いします。
2．会議室の貼り紙（画鋲・セロテープ等）、装飾に
ついては事前に申し出てください。

3．会議室は《禁煙》です。所定の場所で喫煙して
ください。
　また、たばこの後始末等には十分注意し、火
災予防に万全を期すようお願いします。

4．飲酒はご遠慮下さい。
5．会議終了後、机、椅子などは元通りに整理・整
頓してください。

6．会館の業務・隣接者などに迷惑をかけないよう
行動してください。

7．万一、施設・什器備品等を損壊したときは、管
理責任者へ届け出てください。

【連絡先】
　●都北労働福祉会館（ライフサポートセンター都城）
　　住所 〒885-0024 都城市北原町4街区4号　
　　TEL 0986-36-7772
　●県北労働福祉会館（ライフサポートセンター延岡）
　　住所 〒882-0813 延岡市東本小路132-23　
　　TEL 0982-29-4501

労働福祉会館の会議室利用についてのお知らせ

ライフサポートセンターの相談時間のお知らせ  暮らし何でも無料相談

年金・介護・老後の暮らし 生活の法律相談

多重債務相談 学校・家庭・職場での悩み相談

子育て相談 家計相談 労働相談 相談時間 月～金曜日　午前10時～午後4時
（土・日・祝および年末年始を除く）

専門家との相談 当センター内での専門相談は無料ですが予約が必要です。
詳細は各センターにご相談ください。

ホームページ http://www.miya-chuo.or.jp
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編集後記
　新型コロナウイルス感染は、世界中を震撼させ、人の
往来や経済活動に大きな影響を与え続け、今も冷めやら
ない。特に、宮崎は、春季キャンプシーズンから、勤労
者旅行会をはじめ旅行や宿泊・飲食関係には大きな打撃
を被っている。
　宮崎は、10年前も、口蹄疫・鳥インフルエンザに見舞
われ、県外では宮崎ナンバーの車が迷惑がられそうで、

肩身の狭い思いをしたのを思い出す。
　40億年前に出現した原始的な微生物であるウイルスは、
形を変えながら、地球で最強のはずの人類に繰り返し襲
いかかってきている。これからもその戦いは続くであろう。
科学の発展と人類の発展は「諸刃の刃」ではあるが、人や
社会は、教訓を糧としながら、コミュニティと英知を結集し、
立ちはだかる難局を乗り越えていかなければならない。

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

連合宮崎
副事務局長

鎌田 正洋さん

　
こ
ん
に
ち
は
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
皆
さ
ま
の
新
し
い

生
活
様
式
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
　
買
い
物
、
食
事
、
娯
楽
な

ど
変
化
し
た
と
思
い
ま
す
。
私
は

手
洗
い
、
う
が
い
を
習
慣
づ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
、
ク
ラ
ス

タ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
っ
た
大

量
の
カ
タ
カ
ナ
語
を
多
く
耳
に
し

ま
す
。
私
の
よ
う
に
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
違
い
を

ネ
ッ
ト
検
索
さ
れ
た
方
も
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
は
連
合
運

動
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
私

が
担
当
し
て
い
る
○
メ
ー
デ
ー
　

○Action!36

　
○
政
策
制
度
の
専

門
部
会
　
○
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定

　
○
中
央
地
域
協
議
会
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会
な
ど
中
止
や

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
労
働
相
談
も
寄

せ
ら
れ
、
休
業
手
当
が
支
給
さ
れ

な
い
、
退
職
勧
誘
な
ど
の
不
合
理

な
内
容
で
し
た
。
共
通
し
て
い
る

の
は
、
労
働
組
合
の
な
い
方
か
ら

の
相
談
で
す
。

　
私
は
単
組
役
員
時
代
、
先
輩
か

ら「
現
場
目
線
を
忘
れ
る
な
」「
弱
者

を
守
る
の
が
連
合
だ
」と
言
わ
れ
、

今
で
も
こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定
期

的
に
パ
ー
ト
で
働
く
方
々
か
ら「
現

場
の
声
」を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
連

合
と
し
て
街
宣
・
街
頭
行
動
・
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
・
S
N
S
の
情

報
発
信
を
更
に
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
は
ミ
ク
ロ
な
存
在
で
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
し
て
労
働
運

動
は
ど
の
よ
う
に
新
し
く
変
化
で

き
る
の
か
考
え
ま
す
が
、
正
直
答

え
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
緊
急
事
態
宣
言
中
に
、

人
と
人
の
接
触
機
会
を
7
〜
8
割

減
ら
し
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
て
ま

し
た
。
こ
の
言
葉
を
う
ま
く
活
用

し
、
皆
で
投
票
率
を
7
〜
8
割
に

増
や
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
私

　県では、中小企業にお勤めの方の生活と福祉の向上を目的として、低利率の融資制度を設けています。
　県内に1年以上居住し、かつ県内の同一中小企業に1年以上お勤めされている方などの申込条件を満たす方であれ
ば、九州労働金庫を通じてご利用いただけます。くわしくは、九州労働金庫ホームページ、または、九州労働金庫
宮崎県内営業店にてご確認ください。

項目

年利（固定金利）

限度額

返済期間

教育資金

1.3%

500万円

10年以内（最長4年の元金据置可）

生活資金

2.9％

100万円

5年以内
※融資には九州労働金庫の審査があります。また、別途保証料がかかります。

ハッピーライフローンのご案内宮崎県とろうきんの提携融資制度

お
問
合
せ
先

九州労働金庫　宮崎県内営業店
•ローンセンター宮崎（0985）26-9207　•延岡支店（0982）35-6655　•日南支店（0987）23-3191　•宮崎県庁支店（0985）29-4141

•都城支店（0986）23-2737　•小林支店（0984）23-1000　•高鍋支店（0983）23-0740　•日向支店（0982）52-6131

•西都支店（0983）43-1212　•高千穂支店（0982）72-6111　•宮崎市役所 出張所（0985）26-3906

•営業時間  9：00～15：00　•定休日  土・日・祝日 （ローンセンター宮崎のみ営業時間 10：00～17：00、定休日 水・土・祝日）営業時間・定休日　
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